
 

  

 

 

 

 

 

学校経営から学ぶ 
学校の教育目標「学び合い、支え合い、たく

ましく生きる子どもの育成」を達成するため

に、全教職員で資質・能力の３本柱と知・徳・

体の９つの表を作成し、めざす子ども像のそれ

ぞれに育成をめざす資質・能力を定めること

で、教職員のベクトルを揃えています。 

○基本を身につけ、学び合う子ども（知識・技能） 

○自分や他人のことを大切にできる子ども（思考力・判断力・表現力） 

○根気強く、創意工夫できる子ども（学びに向かう力・人間性） 

 本校の注目すべき取組は、学校経営計画表にある取組項目について

は、月毎に最重点項目を定め集中的に行い、学年毎に丁寧に分析をされ

ています。このような、一点突破全面展開の取組は、子どもだけでなく

教職員も達成感を得られ、成長を感じることに繋がるでしょう。 

今後は、協議の時に確認をしました、学校として育成を目指す資質・

能力である「人の話しを聴き、自分の言葉で話す力（言語能力）」につ

いて、日々の教育活動で意識をすることで、それぞれの取り組みが「何

のために行うのか」という共通理解が図られます。そして、どのような

力をつけるかという上位目標が定まると、その手段（方法）は担当者に

任せることができ、担当者の当事者意識がより高くなると思いました。 

授業から学ぶ 

 参観したどの学級も、学び向かう子どもの姿が印象的でした。特に、６年１組の社会の課題

「（鎌倉幕府は）京都ではなく鎌倉で全国を治めることができたのはなぜだろう」や、２組の社

会の課題「鎌倉幕府が元との戦いで、滅亡に

向かっていったのはどうしてかな」は、我々

大人でも興味を持てるもので、子ども達は

仮説を立て意欲的にタブレットや資料集で

調べながら、自分の考えをまとめていまし

た。改めて課題の大切さを学びました。 

また、指導案の「振り返り」は教師が願う

具体的なゴールの姿を「子どもを主語」にし

て明記しています。これからも、校内の研修

において、それぞれの「振り返り」を協議す

ることで、本時の「ねらい」との連動や評価

規準がより明確になると思います。今後は、単元計画や単元を通してつけたい力について協議

をされると、より授業構想力が高まるでしょう。 
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